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0.1 整数m, n ≧ 0に対する次の再帰関数について,あとの問いに答えなさい. 解答は途中の式も省略せ

ずに書きなさい.

A(m, n) =


2n ,m = 0のとき

0 ,m ≧ 1かつ n = 0のとき

2 ,m ≧ 1かつ n = 1のとき

A(m− 1, A(m, n− 1)) ,m ≧ 1かつ n ≧ 2のとき

(1) A(1, 2)を答えなさい.

(2) 整数m ≧ 1について, A(m, 1)を答えなさい.

(3) 整数m ≧ 1について, A(1, n) = 2n が成り立つことを数学的帰納法を用いて証明しなさい.

(4) 整数m ≧ 1について, A(m, 2)を答えなさい.

(岩手県立大 2010) 　　 (m20107001)

0.2 次の関係式を用いながら, あとの問いに答えなさい.

nCm =
n!

(n−m)! m!
1⃝

(a+ b)n =nC0 an +nC1 an−1b+nC2 an−2b2 + · · ·+nCn bn 2⃝

なお, 以下では集合X の要素数を |X|と表す.

(1) 次式が成り立つことを示しなさい.

n+1Ck =nCk−1 +nCk

(2) 次式が成り立つことを示しなさい.

nC0 2n +nC1 2n−1 +nC2 2n−2 + · · ·+nCn = 3n

(3) 要素数が q(q > 0)である有限集合 Aの部分集合のうち, 要素数が r(r ≤ q)である集合全体を次

式の Pr(A)と表す.

Pr(A) =
{
B
∣∣∣B ⊆ A, かつ, |B| = r

}
このとき, |Pr(A)| を qと rを用いて表しなさい.

(4) 要素数が n(n > 0)である有限集合 Aの部分集合全体を P(A)としたとき, |P(A)|を, 途中の式

を省略せずに nを用いて表しなさい.

(岩手県立大 2013) 　　 (m20137001)

0.3 次のベクトル v1, v2, v3 について, あとの問いに答えなさい. 解答は途中の式も省略せずに書きな

さい.

v1 =

 1

2

2

, v2 =

 2

−3

1

, v3 =

 3

−1

3


ベクトル v1, v2, v3 の組は線形独立か線形従属かを理由とともに答えなさい.

(岩手県立大 2013) 　　 (m20137002)

0.4 次の行列 A,B について, あとの問いに答えなさい. 解答は途中の式も省略せずに書きなさい.

A =

 1 4 7

2 −1 5

−2 3 −3

, B =

 2 1 1

−2 1 −1

−1 −2 1


1



(1) 行列 A,B の階数（ランク）をそれぞれ答えなさい.

(2) 行列式 |A|, |B|をそれぞれ答えなさい.

(岩手県立大 2013) 　　 (m20137003)

0.5 次の連立一次方程式の解を行列を使用して求めなさい.
−5y − 3z = 2

4x + y − 2z = 9

x− 2y − 5z = 0

(岩手県立大 2013) 　　 (m20137004)

0.6 次のベクトル vと行列 A,B,C について, あとの問いに答えなさい. 回答は途中の式も省略せずに書

きなさい.

v =

 4

1

2

 , A =

(
5 −3

−2 1

)
, B =

 −1 1 1

1 −1 1

1 1 −1

 , C =

(
−1 8 3

−7 2 0

)

(1) Av, Bv, Cv について, 定義されるときは, それぞれの値を計算しなさい. 定義されないとき

はその理由を答えなさい.

(2) 行列式 |A|, |B|をそれぞれ答えなさい.

(3) 行列 A, B の逆行列をそれぞれ答えなさい.

(4) 行列 B の固有値と固有ベクトルをそれぞれ答えなさい.

(岩手県立大 2014) 　　 (m20147001)

0.7 次の行列 A,B,C,Dについて, あとの問いに答えなさい. 解答は途中の式も省略せずに書きなさい.

A =

 −1 3 2

−3 0 −2

−1 2 1

 , B =

 1 2

−1 −2

1 3

 , C =

(
1 1

−4 −1

)
, D =

(
−3 −1

4 2

)

(1) AB を答えなさい.

(2) 行列 A,B の階数（ランク）をそれぞれ答えなさい.

(3) 行列式 |A|, |C|をそれぞれ答えなさい.

(4) 行列 A,C の逆行列をそれぞれ答えなさい. 定義されないときには「定義されない」と答えな

さい.

(5) 行列Dの固有値と固有ベクトルを答えなさい.

(岩手県立大 2016)　　 (m20167001)

0.8 次の行列 A, B, C とベクトル v1, v2, v3 について, あとの問いに答えなさい, 解答は途中の式も省

略せずに書きなさい.

A =

 2 2 4

3 4 2

−2 −4 3

 , B =

(
1 −1 1

2 −2 2

)
, C =

(
1 −2

−2 4

)

v1 =

 1

2

3

 , v2 =

 4

5

6

 , v3 =

 7

8

9


(1) AB と BAをそれぞれ答えなさい. 定義されないときには「定義されない」と答えなさい.
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(2) 行列式 |A|, |C|をそれぞれ答えなさい.

(3) 行列 A, C の逆行列をそれぞれ答えなさい. 定義されないときには「定義されない」と答えな

さい.

(4) ベクトル v1, v2, v3 の組が線形独立か線形従属か理由とともに答えなさい.

(5) 次の連立一次方程式の解を行列を使用して求めなさい. 行列を使用したことが分かるように,

途中経過を示しなさい.
x− 2y + 4z = 5

x + y + z = −7

x+ 3y + 9z = −5

(岩手県立大 2017)　　 (m20177001)
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